
 

大阪大学核物理研究センター教授会 議事要旨 

 

日 時：令和５年３月７日（火）１５時００分～１５時５０分 

場 所：本館２階会議室 

出席者：中野センター長、野海、福田、保坂 各教授・梅原、嶋、吉田 各准教授・神田、依

田 各講師・菅谷、土居 各助教 

ｵﾝﾗｲﾝ出席者：石川教授・大田、郡、堀田、ＲＹＵ 各准教授・田村講師・白鳥、友野、南 

各助教 

陪席者：鈴木助教、森事務長、松本庶務係長、横田会計係長、志村研究協力係長 

ｵﾝﾗｲﾝ陪席者：黒澤講師、佐藤助教、吉田技術専門職員 

欠席者：青井、緒方、佐藤、民井 各教授・味村・石井・井手口、小林、住濱、永廣 各准

教授・外川、樋口 各助教 

 

Ⅰ．前回教授会議事録（案）について 

事前に送付していた令和５年２月７日開催の教授会議事録(案)について、意見等があれ

ば本日までに連絡願うこととした。（同日までに連絡はなく原案のとおり確定した。） 

 

 

議 題 

Ⅱ．報告事項   

１．各種委員会等について 

（１）低温センター吹田地区運営委員会（２月９日）＜福田教授＞ 

（２）吹田地区事業場安全衛生委員会（２月１０日）＜井手口准教授＞ 

（３）理工情報系戦略会議（２月１５日）＜中野センター長＞  

（４）理工情報系オナー大学院プログラム運営委員会（２月１５日）＜中野センター長＞ 

（５）教育研究評議会（２月１５日）＜中野センター長＞  

（６）部局長会議（２月１５日）＜中野センター長＞ 

（７）核物理研究センター安全衛生委員会（２月２０日）＜井手口准教授＞ 

（８）国際交流委員会（１月２４日及び２月２８日）＜井手口准教授＞ 

（９）附属図書館理工学図書館運営委員会（２月２８日）＜野海教授＞ 

（１０）ダイバーシティ＆インクルージョンセンター会議（３月１日）＜梅原准教授＞ 

以上、メールにて事前報告済 

 

２．施設見学の実施について 

（１）暁星高等学校（２月１２日）＜堀田准教授＞ 

（２）Sungkyunkwan University（２月１６日）＜井手口准教授＞ 

以上、メールにて事前報告済 

 

３．部局アクションプラン（令和５年度）について 

資料１に基づき、部局アクションプラン（令和５年度）及び「全学的に重視する指標」

令和５年度数値目標を作成し、中期計画委員会（メール審議）において承認された旨の報

告があった。 

 

４．新棟新営工事について 

  資料２に基づき、新棟新営工事について報告があった。 

 



５．令和５年度科研費審査結果報告について 

  資料３に基づき、令和５年度科研費審査結果について報告があった。採択率は 7％と非常に

低く、さらなる工夫と努力が必要であるという認識を共有した。 

 

６．その他 

  ・放射線業務従事者の再教育訓練未受講者が数名いる旨報告があり、所属する未受講者

へ必ず受講するよう周知するようにとの要請があった。 

 

Ⅲ．協議事項  

１．教員人事について 

資料４－１～資料４－５に基づき説明があり、審議の結果、特任助教（常勤）１名、特

任研究員３名、特任研究員 S１名、教務補佐員２名の新規採用と特任助教（常勤）１名、

特任研究員４名、教務補佐員４名、技術補佐員１名の継続が承認された。 

 

２．令和５年度協同研究員の受入れについて（追加） 

以下協同研究員の受入れ４名の追加について説明があり、審議の結果、承認された。 

（１）プロジェクト・責任者 ： クォーク物理研究・石川教授 

①所属・氏名 ： RCNP・田中 慎太郎 

（２）プロジェクト・責任者 ： スパコン間の広域データ共有基盤（JLDG基盤） 

・石井准教授、外川助教 

① 所属・氏名 ： 京都大学・土居 孝寛 

（３）プロジェクト・責任者 ： 超冷中性子（UCN）研究・畑中教授 

① 所属・氏名 ： RCNP・今城 想平 

（４）プロジェクト・責任者 ： 原子核物理におけるパイオン・テンソル力および 

カイラル対称性の役割・保坂教授 

② 所属・氏名 ： 理化学研究所・阿部 喬 

 

３．令和５年度各種委員会委員等の選出について 

資料５に基づき、令和５年度各種委員会委員等の選出について説明があり、審議の結

果、承認された。 

 

４．部局アクションプラン（令和４年度）の自己点検・評価シートについて 

資料６に基づき説明があり、審議の結果、承認された。 

 

５．令和５年度教授会の開催予定日について 

資料７に基づき説明があり、審議の結果、承認された。 

 

６．その他 

  ・技術部の再編について 

   技術部を「原子核物理技術部」と「加速器基盤技術部」に再編したい旨の提案があり、

審議の結果、承認された。 

  ・個室ブースについて 

   個室ブースについて、レンタルした場合と設置した場合のそれぞれの費用について報

告があった後、種々意見交換を行った結果、共同研究員宿舎の利用も含めて再検討する

こととした。 

 

Ⅳ．連絡事項  



１．ＳＴＯＰ！研究費不正！第４０号について 

資料８に基づき旅費に関する不正事案について説明があった。また、教員発注限度額等の変

更について説明があった。 

 

 

次回教授会 令和５年４月４日（火）１５時００分～ 


